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みんなかがやく！（江東区教育委員会テーマ）

プリズム（個の輝き・協同の輝き） 第８号

～幸せな学校の創造～
江東区立南砂中学校だより

校長 近藤 啓太

平和への想いをかたちに

令和 7年（2025年）8月 17日（日）の読売新聞に掲載された、
長濱ねるさんの記事についてご紹介します。
長崎県で生まれ育った長濱さんは、８月９日が登校日で、クラスメ

ートと共に黙とうを捧げるのが当たり前でした。しかし、東京に出て
みると周りの人が「８月９日だけれど黙とうしていない」ことに気づ
き、『温度差』を強く感じました。それを契機に、「８月９日の語り部
になりたい」という思いを新たにしたと答えています。
現在、世界では戦争や紛争が続き、多くの人々が苦しんでいます。

○ガザ地域の戦争：イスラエルとパレスチナ（ハマス）の紛争が続き、飢饉の状態が公式に宣言されるほどの
深刻な人道危機となっています。

○ウクライナとロシアの戦争：依然として停戦の見通しは立っておらず、国際社会による和平への取り組みが
続いています。

○カンボジア・タイ国境紛争：2025年7月、両国間で軍事衝突が発生し、今も住民の避難が続いています。
○スーダンの内戦：2023年から続くスーダンの内戦では、約1200万人が国内外で避難を強いられ、緊急性の高
い食料不安に陥る事態となっています。戦闘で国連職員が亡くなるなど、激しい攻撃や暴力行為、物資の略
奪、性暴力が深刻です。 （国連UNHCR協会HPから引用）

○コンゴ民主共和国東部の紛争：ルワンダが支援する非政府武装組織（M23）と政府間の戦闘が続いていま
す。スマートフォンやPC等に使われるレアメタルが豊富な地で、鉱物の産出権を巡る争いも絶えません。正確な
被害者数を確認するのは困難で「忘れられた難民危機」となっています。（国連UNHCR協会HPから引用）

こうした状況の中では、同じ年ごろの子どもたちが、安心して学校に通うことさえできません。
ここで、私たちが心を寄せたいのは、平和を希求する『静かな祈り』です。そして、戦争を終わら
せるためには、日々の学びと行動を通じてつながりを広げることが大切です。

◎知ること：世界の歴史やいまのニュースに触れ、現状を正しく理解しましょう。
◎伝えること：平和の大切さを、家族や友だちに伝えましょう。
◎身近な平和を大切にすること：友達を大事にすること―いじめや差別のない、互いの尊重や助け
合いの積み重ねが、広い世界の平和につながります。
そうした日々の小さな積み重ねが、未来の平和を支えるのだと思います。

世界で戦争に苦しむ人々に思いを寄せながら、日本の平和がこれからも続くように祈って、皆さ
んと一緒に黙とうをささげたいと思います。姿勢を正して、心を静かに合わせてください。

――（黙とう）――
（8月 25日の全校朝会の話に加筆）

Ｔ 先生 ありがとうございました

４月から２年生の副担任としてお世話になったＴ先生が、９月１日付けで転任されました。先生
は、数学科の授業において、生徒一人ひとりの理解を引き出すため、教材研究に大変熱心でした。
また、テニス部の指導においても、この４ヶ月間親身に技術指導をし、部員たちは日々成長するこ
とができました。学校生活全体を通していつも生徒に寄り添い、丁寧に向き合いました。特に２年
生は、夏休み後の一週間を「楽しい思い出を作り、悲しい思いのまま去らない」をテーマとしたＴ
先生と大切な時間を過ごせたと思います。今回の転任は南中にとって大きな痛手ですが、新しい学
校でもきっと多くの生徒たちに慕われ、活躍されることと思います。
この 4 ヶ月間にＴ先生と過ごした時間は、私たちにとっても、かけがえのない大切な思い出とな

ります。先生の新天地でのご活躍を心からお祈り申し上げます。
「 時間は有限 だが、可能性は無限大 」by Ｔ
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平和学習 その１（原爆の話）

8 月 28 日（木）、ノンフィクション作品『ナガサキ ― 核戦
争後の人生』の翻訳者、宇治川康江さんを本校にお迎えし、出
前授業をしていただきました。
宇治川さんは、ニュース番組で著者スーザン・サザード氏が

インタビューを受けているのを見てこの本の存在を知り、すぐ
にアメリカから原書である『Nagasaki: Life After Nuclear War』を
取り寄せました。原書を読みその内容に大きな衝撃と感銘を受
け、「この本は絶対に日本語に翻訳されるべき」と確信し、会社
を辞めて翻訳に専念したそうです。
本の中では、原爆を生き延びた５人の若者たちの人生を描い

ていますが、講話では、そのうちの永野悦子さんの被爆体験を詳細にお話しされました。お話の中
で使用された壮絶な絵は、永野（金澤）悦子さんの息子である永野博明さんが描いたものです。
（絵本「あの日から」をサイトから見ることができます https://survivors-stories.com/jp/anohikara/ ）
後半は、「平和」と感じるのはどんな時か、また「世界の平和」は

実現しているか？など、身近なところから平和について考え、平和
をあきらめないことの重要性を一緒に考えました。
話は脱線しますが、今夏上映された「雪風」という映画で、「どんな世の

中になってほしいですか」という質問に「普通がいいな。」と答えるシーン

があります。「朝起きて、ご飯食べて、仕事に行って、帰ってきて、ご飯食べ

て、寝る。そういう普通」-そんな普通がなかった時代がありました。

また最後に駆逐艦の乗組員が笑顔で帽子を振りながら、「おーい！日本

を頼んだぞ～」と観客に呼びかけます。過去から未来へ、平和のバトンを渡

す。戦争の悲劇を繰り返さないように、平和な日本を維持してほしい。乗組

員たちが守り抜こうとした命を、私たちが次の世代へつないでいく責任が

ある～というメッセージと受け止めました。皆さんは、どんな８月を過ごしましたか？

生徒の振り返りレポートから

○永野さんの話で、原爆で目や粘膜を手で押さえていたのと、9歳という幼い弟が全
身火傷で亡くなってしまったのがとても印象深かったです。たった2発の原爆が、罪
もない人々を21万人も殺したということにとても驚きました。私たちが身近でできること
は、相手を傷つけないことだと思います。なぜなら、人には目に見えない傷（心）があるため、誰かを傷つけてしまった
場合、平和ではなくなってしまうからです。お互いを尊重し合うことが大切だと思いました。 （３年生）
○罪もない人が殺されるのはかわいそうだと思いました。なぜ「繰り返さない」と思うまでに何度もかかったのか、犠
牲をuんで放置したのかが気になります。世界で多くの人が亡くなっているのに、今でも戦争が続くのは国のためだ
からと仕方ないことなのでしょうか。本によって世界中の人に伝わってほしいと思いました。私は戦争はだめということ
だけ教えられていましたが、どれぐらいの数や数字は知りませんでした 。 （３年生）
○今できることは、戦争体験者の話を聞いたり、資料を見たりして、戦争はだめだと思うことだと思います。将来、原
爆ドームなどに行ってみたいです。原爆のお話を初めて聞いて、放射線の影響で生き残ってもつらい思いをすると
いうのが印象に残りました。戦争の話をしてくださり、ありがとうございました。 （２年生）

９月の予定
１日（月） 朝会 １８日（木）３年実力テスト
２日（火） 防災訓練 １９日（金）生徒朝会、修学旅行前検診
３日（水） 区中研（教科）午前授業 放学 安全指導、水泳指導終わり
９日（火） 学校評議員会 放学 ２２日（月）２年江東区環境検定

１０日（水） 職員会議 放学 ２３日（火）秋分の日
１１日（木） 放学 ２４日（水） 放学
１２日（金） 期末考査（理・技家・美） ２５日（木）学校公開（～２７日）
１５日（月） 敬老の日 ２７日（土）学校説明会
１６日（火） 期末考査（国・社・音） ２９日（月）振替休業日
１７日（水） 期末考査（数・英・保体）、委員会 ３０日（火）連合陸上大会

学校図書館の平和学習コーナー

寄贈いただいた「ナガサキ」も

なつやすみバドミントン研修大会（江東区）
○男子シングルス ３位 １年Ａ組 Ａ
〇女子シングルス ３位 ２年Ｂ組 Ｋ

https://survivors-stories.com/jp/anohikara/
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